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米
の
国
・
秋
田
に
も
、
大
館
の
中
山
そ
ば
、

峰
浜
の
石
川
そ
ば
、
西
馬
内
の
冷
や
か
け
そ
ば

な
ど
、
伝
統
的
な
蕎
麦
の
産
地
、
名
物
そ
ば
か

存
在
し
ま
す
。
さ
ら
に
最
近
は
、
江
戸
系
の
手

打
ち
蕎
麦
専
門
店
も
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
蕎

麦
の
栽
培
も
盛
ん
に
。
平
成
17
年
度
の
作
付
面

積
は
全
国
第
９
位
、
収
穫
量
は
10
位
に
ラ
ン
キ

ン
グ
さ
れ
て
い
ま
す
。

写
真
は
武
家
屋
敷
で
知
ら
れ
る
角
館
郊
外
の

山
間
地
で
見
つ
け
た
蕎
麦
畑
。
農
家
で
も
あ
り

蕎
麦
店
「
角
館
地
そ
ば
長
助
」
を
営
む
鈴
木
秀
夫

さ
ん
が
代
表
の「
角
館
そ
ば
生
産
組
合
」
が
手
が

け
て
い
る
も
の
で
、
現
在
は
地
区
の
農
家
約
50

戸
が
計
23
ha
の
土
地
で
蕎
麦
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
休
耕
田
を
利
用
し
て
の
栽
培
で
す
が
、
稲
作

り
を
止
め
て
10
年
以
上
の
田
は
既
に
原
野
と
同

じ
状
態
。し
か
も
、
夏
で
も
夜
は
扇
風
機
が
要
ら

な
い
と
い
う
環
境
は
蕎
麦
栽
培
に
理
想
的
。
薫

り
高
く
良
質
な
蕎
麦
が
穫
れ
る
と
の
こ
と
で
、

例
年
10
月
上
旬
頃
か
ら
新
そ
ば
が
楽
し
め
ま
す
。
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よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
つ
い
に
は
、

昭
和
５
年
に
開
催
さ
れ
た
第
12
回
全
国
酒

類
品
評
会
に
お
い
て
優
等
賞
を
受
賞
。
さ

ら
に
、
昭
和
９
年
の
第
14
回
大
会
で
は
、

出
品
さ
れ
た
5
1
6
9
点
の
酒
の
中
で
、

全
国
第
一
位
と
な
る
首
席
優
等
賞
を
受

賞
。
合
わ
せ
て
、
３
回
連
続
優
等
賞
を
受

賞
の
功
績
と
し
て
、
最
高
の
栄
誉
で
あ
る

名
誉
賞
を
も
受
賞
す
る
な
ど
、
太
平
山
が

全
国
に
知
ら
れ
る
大
き
な
き
っ
か
け
と
な

っ
た
の
で
し
た
。

ヤ
マ
キ
ウ
印
の
味
噌
・
醤
油
が
秋
田
県

01

小
玉
醸
造
物
語
⑩

内
に
限
ら
ず
、
東
北
・
北
海
道
・
樺
太
に

ま
で
販
路
が
広
が
っ
た
よ
う
に
、
小
玉
醸

造
で
は
酒
造
部
門
を
立
ち
上
げ
た
当
時
か

ら
、
太
平
山
の
販
路
を
広
く
全
国
に
求
め

ま
す
。
こ
れ
は
「
地
方
開
発
と
県
産
業
に

貢
献
す
る
こ
と
を
第
一
義
と
し
、
良
品
廉

価
提
供
に
よ
る
需
要
者
福
利
を
第
二
と

す
」
の
社
是
に
基
づ
く
も
の
で
、
東
北
、

北
海
道
は
い
う
に
お
よ
ば
ず
、
昭
和
に
な

っ
て
か
ら
は
、
本
格
的
に
首
都
圏
へ
も
進

出
。
都
内
有
力
酒
類
問
屋
や
三
越
に
代
表

さ
れ
る
デ
パ
ー
ト
な
ど
の
協
力
も
あ
り
、

順
調
に
都
内
で
の
販
路
を
拡
大
し
た
ほ

大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
酒
造

業
界
は
、
ま
さ
に
産
業
革
命
期
。
あ
ら
ゆ

る
部
門
で
近
代
化
が
進
ん
だ
時
期
で
も
あ

り
ま
し
た
。
高
度
精
白
を
可
能
と
す
る
酒

造
用
精
米
機
の
発
明
、
木
桶
に
代
わ
る
ホ

ー
ロ
ー
タ
ン
ク
の
登
場
、
優
秀
な
酵
母
の

純
粋
培
養
な
ど
、
数
々
の
技
術
革
新
を
弾

み
と
し
て
、
全
国
の
酒
蔵
が
し
の
ぎ
を
削

っ
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。

弊
社
に
お
い
て
も
、
二
代
目
、
社
長
・

小
玉
友
吉
の
末
弟
で
大
坂
高
等
工
業

（
現
・
大
阪
大
学
）
醸
造
科
に
学
ん
だ
小

玉
確
治
が
、
製
造
部
長
と
し
て
陣
頭
指
揮

を
執
り
、
秋
田
県
、
東
北
地
区
の
品
評
会

の
上
位
常
連
蔵
元
と
し
て
注
目
を
浴
び
る

だ
よ
り

小
玉
醸
造
127
年
の
歴
史
を
振
り
返
る
【
昭
和
編
そ
の
４
】

名
実
と
も
に
全
国
ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ
た
太
平
山
。

東
京
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、樺
太
、

ハ
ワ
イ
、中
国
へ
も
販
路
を
拡
大
。

昭和9年、全国酒類品評会で受賞した「名誉賞」の賞状。

三越本店屋上で宣伝のため演技された秋田竿燈。
（太平山の印が見える）

か
、
樺
太
、
ホ
ノ
ル
ル
、
上
海
な
ど
海
外

に
も
出
荷
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
業
績
の
伸
び
に
支
え
ら

れ
、
一
時
は
満
州
進
出
も
計
画
さ
れ
る
ま

で
に
。
さ
ら
に
、日
本
酒
の
歴
史
を
大
き
く

変
え
る
こ
と
と
な
っ
た
仰
天
商
品
を
世
界

で
始
め
て
開
発
。
当
時
の
モ
ボ
・
モ
ガ
た
ち

の
注
目
を
浴
び
る
こ
と
と
な
る
の
で
す
。

名誉賞を授与される小玉友吉。

昭
和
９
年
、
第
14
回
全
国
酒
類
品
評
会
に
て
、

太
平
山
が
堂
々
の
全
国
第
１
位
に
。

さ
ら
に
、極
め
て
価
値
あ
る「
名
誉
賞
」も
受
賞
。



加
藤
さ
ん
は
、
自
宅
か
ら
海
を
見
た

だ
け
で
沖
の
風
、
波
の
状
態
を
ド
ン
ぴ

し
ゃ
り
と
当
て
る
。『
長
年
や
っ
て
れ

ば
当
た
り
前
の
こ
と
だ
』
と
笑
う
が
、

そ
の
見
極
め
は
や
は
り
達
人
の
域
。
初

心
者
か
ら
エ
キ
ス
パ
ー
ト
ま
で
「
と
も
か

く
釣
れ
る
」
こ
と
で
人
気
の
加
藤
さ
ん

だ
が
、
そ
の
秘
密
も
や
は
り
、
長
年
の
経

験
に
裏
付
け
ら
れ
た
見
極
め
の
技
に
あ

る
。
最
近
は
高
性
能
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
が
開
発

さ
れ
た
お
か
げ
で
、
デ
ー
タ
を
入
力
す

れ
ば
誰
で
も
希
望
の
場
所
に
行
け
る
。

し
か
し
、
そ
の
場
所
に
行
け
ば
必
ず
釣

れ
る
と
い
う
ほ
ど
釣
り
は
甘
く
な
い
。

一
般
に
魚
は「
根
」
と
呼
ば
れ
る
海
底
の

突
起
物
、
岩
礁
地
帯
な
ど
に
多
く
集
ま

る
が
、
そ
の
根
の
ど
ち
ら
側
に
魚
が
居

る
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
船
を
回
せ

ば
、
魚
た
ち
に
餌
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

か
は
ま
さ
に
船
頭
の
技
次
第
な
の
だ
。

ど
こ
に
魚
が
い
る
か
は
「
潮
と
風
の
バ

ラ
ン
ス
だ
べ
な
。
こ
れ
で
命
中
率
が
大

き
く
変
わ
る
な
」
と
、
い
と
も
簡
単
に
そ

の
秘
密
を
教
え
て
く
れ
た
。
事
実
、
同

行
取
材
し
た
サ
ビ
キ
釣
り（
五
目
釣
り
）

で
は
、
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
必
ず
ヒ
ッ
ト
。

07

ま
さ
に
、
そ
の
技
を
目
撃
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

加
藤
さ
ん
は
70
歳
を
超
え
た
今
も
現

役
。
昨
年
か
ら
は
孫
の
原
田
誠
さ
ん
も

船
頭
見
習
い
と
し
て
加
藤
さ
ん
と
行
動

を
共
に
す
る
。
結
婚
し
て
初
め
て
釣
り

を
勉
強
し
た
と
い
う
娘
婿
の
原
田
昭
美

さ
ん
は
、
今
で
は
『
第
18
お
が
丸
』
の
船

頭
と
し
て
活
躍
中
。
ま
さ
に
親
子
三
代

に
わ
た
り
遊
漁
船
に
関
わ
る
加
藤
さ
ん

一
家
な
の
で
あ
る
。
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昭和8年男鹿市北浦生まれ。20歳代前半から約20年間、捕鯨船団の船員として南氷洋、北氷洋洋上で
働く。その後、釣餌卸業を経て加藤釣具店を開店。さらに昭和50年代半ばからは、秋田県内でもいち
早く遊漁船業に着手。北浦漁港を拠点に男鹿半島北部の釣りポイントを独自に開発。現在は娘の原田恵
子さんが「加藤釣具釣船店」経営を、娘婿の原田昭美さんが『第18おが丸』の船頭を務めるほか、孫
の原田誠さんが船頭見習いとして加藤さんの船に同乗している。

秋
田
名
物
「
ハ
タ
ハ
タ
」
の
主
要
水
揚

港
で
あ
る
男
鹿
市
北
浦
漁
港
。
沿
岸
は
、

ア
ジ
、
鯛
、
キ
ス
、
ヒ
ラ
メ
、
シ
ン
ジ
ョ

ウ
、
メ
バ
ル
な
ど
、
魚
種
も
豊
富
な
豊

饒
の
海
。
そ
の
北
浦
漁
港
を
拠
点
に
遊

漁
船
の
船
頭
と
し
て
30
年
近
く
活
躍
し

て
い
る
の
が
加
藤
秀
一
さ
ん
だ
。
男
鹿

の
海
な
ら
誰
よ
り
も
詳
し
い
と
自
他
共

に
認
め
る
名
物
船
頭
で
あ
る
。

加
藤
さ
ん
が
遊
漁
船
を
始
め
た
の
は

今
か
ら
25
年
ほ
ど
前
の
こ
と
。
釣
具
店

今
も
現
役
。
男
鹿
の
海
を

知
り
尽
く
し
た
名
物
船
頭

の
サ
ー
ビ
ス
の
延
長
と
し
て
釣
人
を
乗

せ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
当
時
の

秋
田
で
は
ま
だ
客
も
少
な
か
っ
た
も
の

の
、
遊
漁
船
に
将
来
を
託
し
た
加
藤
さ

ん
は
、
夕
方
、
港
に
戻
っ
て
か
ら
も
再
度

出
港
、
北
浦
沖
の
海
底
の
状
況
を
調
べ

上
げ
魚
が
集
ま
る
ポ
イ
ン
ト
を
探
索
し
、

地
元
の
先
輩
漁
師
も
舌
を
巻
く
ほ
ど
の

情
報
と
、
操
船
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
習
得
。

「
北
浦
で
船
を
出
す
な
ら
『
お
が
丸
』で
」

と
い
う
噂
が
口
コ
ミ
で
全
国
に
広
が
る

ま
で
に
。
ま
さ
に
全
国
に
知
ら
れ
る
男

鹿
の
名
船
頭
で
も
あ
る
。

便
利
な
機
械
も
で
き
た
が
、

や
は
り
釣
果
は
船
頭
の
腕
次
第

よ
も
や
ま
見
聞
録「おが丸」グループ代表

加 藤 秀 一さん

遊漁船「おが丸」

船頭のお話

満足度120％。釣人の
夢を実現する名船頭。

仕事が終わればごく普通の爺さんと孫。
二人とも最近で最高の笑顔とか？

加藤さんの合図（ベル）で竿を
下ろせば、ほらこの通り。ア
ジ、メバル（テリ）が鈴なりだ。

港と魚場の往復は孫であり、現在見習い中
の原田誠さん(20歳)が担当。舟に乗って
まだ1年弱。加藤さん曰く「筋は悪くない
が、まだまだどうなるかわからん!!」

左は加藤さんの娘さんで誠君の母親でもあ
る原田恵子さん。実家の『加藤釣具釣船店』
の経営を担うほか大人気のホームページの
管理も担当。その隣が恵子さんのご主人で、
「第18おが丸」船頭の原田昭美さん。

「おが丸」「第18おが丸」のお問合せは　
加藤釣具釣船店／秋田県男鹿市北浦相川字神田129-2
営業時間／午前5時頃～午後7時頃
TEL・FAX0185-33-2247 http://www.ogamaru.sakura.ne.jp/
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秋
田
で
太
平
山
を
飲
め
る
お
店
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

太
平
山
が
飲
め
る

お
店

お
す
す
め

蔵
を
連
想
す
る
外
観
に
も
、
今
宵
の
酒
席
が
楽
し
く
な
る
予
感
を

感
じ
さ
せ
る
。
ジ
ャ
ズ
が
流
れ
る
店
内
は
、
黒
と
赤
で
統
一
さ
れ
た

ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
つ
く
り
。
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
し
た
店
内
に
浮
か
ぶ

白
熱
球
の
明
か
り
に
も
、
空
間
に
こ
だ
わ
る
主
の
セ
ン
ス
が
に
じ
み

出
る
。
１
階
は
吹
き
抜
け
の
カ
ウ
ン
タ
ー
席
と
座
敷
、
２
階
は
、
ダ

イ
ニ
ン
グ
風
の
テ
ー
ブ
ル
席
と
、
個
室
タ
イ
プ
の
テ
ー
ブ
ル
席
。
一

部
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
よ
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
酒
肴
を
堪
能
で
き
る
よ
う

ク
ッ
シ
ョ
ン
を
配
し
て
い
る
。
全
１
０
０
席
を
擁
す
る
大
型
店
だ
が
、

喧
騒
と
は
お
よ
そ
無
縁
の
大
人
の
た
め
の
空
間
が
作
り
だ
さ
れ
る
。

カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
の
壁
に
並
ぶ
地
酒
、
焼
酎
が
示
す
よ
う
に
、
太

平
山
を
は
じ
め
約
50
種
の
地
酒
と
約
60
種
の
焼
酎
が
ラ
イ
ン
ア
ッ

外
観
は
白
塗
り
の
和
風
建
築
。
と
こ
ろ
が
店

内
は
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
オ
ラ
ン
ダ
商
館
風
。

艶
や
か
な
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
や
、
調
度
品
に
も
ビ

ッ
ク
リ
。
カ
ウ
ン
タ
ー
、
テ
ー
ブ
ル
席
、
奥
座

敷
、
さ
ら
に
は
２
階
の
座
敷
席
と
ス
ペ
ー
ス
も

多
彩
。
一
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
手
軽
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

料
理
長
の
植
村
さ
ん
考
案
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
和
を
ベ
ー
ス
と
し
た

創
作
料
理
が
中
心
。
約
50
種
の
レ
ギ
ュ
ラ

ー
メ
ニ
ュ
ー
の
ほ
か
、『
本
日
の
お
す
す

め
』
と
銘
打
っ
た
日
替
わ
り
メ
ニ
ュ
ー
も

30
〜
40
種
そ
ろ
う
。「
秋
田
は
食
材
の
宝

庫
。
季
節
感
も
豊
か
で
料
理
人
と
し
て
も

と
て
も
楽
し
い
で
す
ね
。」
と
植
村
さ
ん
。

郷
土
料
理
の
定
番
「
き
り
た
ん
ぽ
鍋
」
は

一
年
中
い
つ
で
も
食
べ
ら
れ
る
ほ
か
、
伝

統
食
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
料
理
、
地
元
食
材

を
使
っ
た
料
理
も
多
く
、
ま
さ
に
地
産
地

消
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
的
料
理
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

写
真
の
「
比
内
地
鶏
の
モ
モ
肉
炙
り
刺
し
」
は
、
パ
リ
ッ
と
し
た
皮

の
食
感
と
素
材
の
良
さ
を
実
感
で
き
る
人
気
作
で
オ
ス
ス
メ
の
逸
品

だ
。
さ
ら
に
、
焼
き
ナ
ス
を
ゼ
リ
ー
状
の
出
汁
で
い
た
だ
く
「
焼
き

ナ
ス
美
味
だ
し
ジ
ュ
レ
」
は
、
美
味
し
さ
と
と
も
に
器
の
ユ
ニ
ー
ク

さ
も
印
象
的
。
ま
さ
に
、
目
で
も
舌
で
も
楽
し
め
る
料
理
が
そ
ろ
う
。

秋
田
名
物
・
稲
庭
饂
飩
製
造
元
の
直
営
店
で

も
あ
る
だ
け
に
、「
美
味
し
い
料
理
と
太
平
山

を
堪
能
し
た
ら
最
後
に
稲
庭
う
ど
ん
で
締
め

る
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
お
す
す
め
。
ち
な

み
に
、
お
酒
は
「
太
平
山
　
純
米
大
吟
醸
天

巧
」
の
他
、「
辛
口
太
平
山
」
が
燗
と
冷
や
で

頂
け
る
。
周
辺
の
ホ
テ
ル
滞
在
者
の
利
用
も

多
い
人
気
店
で
あ
る
。

秋
田
市
　
大
町

ま
　
る

ゆ
っ
た
り
贅
沢
な
大
人
の
空
間
で
、

旬
の
地
物
と
美
味
い
酒
を
堪
能
す
る

秋
田
駅 

★ まる ●
ア
ト
リ
オ
ン 

秋
田
ワ
シ
ン
ト
ン 

ホ
テ
ル
● 

　
秋
田 

●
中
央
署 

●
み
ず
ほ
銀
行 

●
J
T
B

●
秋
田
西
武 

ア
ル
ス
● 

秋
田
● 

フ
ォ
ー
ラ
ス 

●
ア
ト
リ
オ
ン 

秋
田
ワ
シ
ン
ト
ン 

ホ
テ
ル
● 

　
秋
田 

●
中
央
署 

●
み
ず
ほ
銀
行 

●
J
T
B

●
秋
田
西
武 

ア
ル
ス
● 

秋
田
● 

フ
ォ
ー
ラ
ス 

★ まる 
竿燈大通り 

広小路 

千秋 
公園 

秋
田
駅 

●秋田西武 

●GS

秋田● 
銀行　 

ア
ル
ス
● 

イトー 
ヨーカドー● 

秋
田
● 

フ
ォ
ー
ラ
ス 

ぽぽろーど 

無
限
堂 

★ 
●
ア
ト
リ
オ
ン 

●
ア
ト
リ
オ
ン 

●秋田西武 

●GS

秋田● 
銀行　 

ア
ル
ス
● 

イトー 
ヨーカドー● 

秋
田
● 

フ
ォ
ー
ラ
ス 

★ 

無
限
堂 

千秋 
公園 

ぽぽろーど 

広小路 

中央通り 
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お酒、料理
太平山 純米大吟醸 天巧　
グラス800円

おすすめ料理
いかわた衣揚げ　600円
おぼろ豆腐のあんかけ　300円
地鶏バリバリ揚げ　600円
秋田のコース料理　3000円～
（要予約）

秋田県秋田市大町2-2-10
TEL018-864-8843
営業時間／11:00～14:00

17:00～24:00
ラストオーダー 23:00

定休日／日曜

お酒、料理
辛口太平山　一合370円

二合720円
太平山 純米大吟醸 天巧　

一合900円
四合3500円

おすすめ料理
比内地鶏モモ肉炙り刺し　860円
自家製豆腐の掻き揚げ　　480円
焼きなす美味だしジュレ　450円

秋田県秋田市中通2-4-12
TEL018-825-0800
営業時間／11:00～14:00

17:00～22:00
ラストオーダー21:30

定休日／無休

プ
。
太
平
山
の
お
酒
は
『
天
巧
』
を
用

意
す
る
が
、
隠
し
酒
と
し
て
そ
の
時
々

の
限
定
酒
も
提
供
す
る
と
の
こ
と
だ
。

カ
ウ
ン
タ
ー
に
さ
り
気
な
く
置
か
れ

た
「
地
産
地
消
応
援
の
店
」
の
木
札
が

示
す
よ
う
に
、
料
理
は
旬
の
地
元
素
材

が
基
本
で
日
本
酒
、
焼
酎
、
ビ
ー
ル
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
酒
類
別
に
オ
ス
ス
メ

を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。
味
の
良
さ
も
評
判
で
、
定
番
メ
ニ
ュ
ー
で
80
種

以
上
。
旬
の
特
選
素
材
を
使
っ
た
日
替
わ
り
が
約
60
種
と
料
理
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
豊
富
さ
も
人
気
の
秘
密
。
と
ん
ぶ
り
、
き
り
た
ん
ぽ

鍋
、
じ
ゅ
ん
さ
い
と
い
っ
た
秋
田
な
ら
で
は
の
伝
統
食
、
郷
土
料
理

も
そ
ろ
う
。
県
外
か
ら
の
観
光
客
向
け
に
、
秋
田
の
味
を
満
喫
で
き

る
秋
田
の
コ
ー
ス
料
理
（
要
予
約
）
も
あ
る
。

秋
田
市
　
秋
田
駅
前

伝
承
の
味
処

無
限
堂
秋
田
駅
前
店

異
国
情
緒
触
あ
ふ
れ
る
店
内
で
、

創
作
和
食
と
秋
田
の
旬
の
味
が
楽
し
め
る



秋
田
で
カ
ニ
と
い
え
ば
ベ
ニ
ズ
ワ
イ

ガ
ニ
。
新
鮮
な
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
は
、

超
高
級
品
の
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
に
勝
る
と
も

劣
ら
な
い
美
味
し
さ
と
の
評
判
も
高

い
。
し
か
も
、
価
格
も
庶
民
的
と
、
知
る

人
ぞ
知
る
秋
田
な
ら
で
は
の
食
材
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。
そ
の
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

漁
を
秋
田
県
内
で
唯
一
、
専
業
で
手
が

け
て
い
る
の
が
、
男
鹿
市
に
あ
る
㈱
男

鹿
水
産
。
同
社
所
有
の
第
８
男
鹿
丸

（
99.

51
ト
ン
）は
、
禁
漁
期
の
１
・
２
月
を

除
き
、
船
川
港
を
未
明
に
出
港
。
秋
田

沖
の
水
深
８
０
０
ｍ
〜
１
０
０
０
ｍ
の
海

域
で
２
晩
操
業
し
、
翌
々
日
の
午
前
中

に
帰
港
す
る
。
水
揚
げ
さ
れ
た
ば
か
り

の
新
鮮
な
カ
ニ
は
、
そ
の
大
多
数
が
生

の
ま
ま
保
冷
車
に
積
み
込
ま
れ
県
外
な
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酒「
太
平
山
」
や

焼
酎
「
三
吉
」
に
合
う
料

理
に
つ
い
て
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
太
平
山
が
飲
め
る
お
店
の

紹
介
も
、
も
っ
と
エ
リ
ア
を
拡
大

す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
北
海

道
・
中
田
様
ほ
か

弊
社
の
日
本
酒
、
焼
酎
と

料
理
の
相
性
紹
介
に
つ
い

て
は
、「
蔵
」
本
誌
な
ら
び
「「
蔵

倶
楽
部
」
で
暫
時
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
お
店
紹
介
の
件
に

関
し
て
は
、
多
数
の
お
客
様
か
ら

同
様
の
要
望
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

紹
介
ス
ペ
ー
ス
、
紹
介
エ
リ
ア
等

に
つ
い
て
次
回
編
集
会
議
で
検
討

致
し
ま
す
。

本
の
最
南
西
端

沖
縄
の
和
流
料
理
店
で
料

理
長
を
勤
め
て
い
ま
す
。
じ
ゅ
ん

さ
い
、
山
菜
な
ど
秋
田
な
ら
で
は

の
料
理
を
力
強
い
沖
縄
食
材
と
組

み
合
わ
せ
、
太
平
山
「
辛
口
」
と

と
も
に
多
く
の
お
客
様
に
喜
ん
で

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

沖
縄
県
／
岩
井
様

「
蔵
」
発
刊
8
年
目
に
し
て

つ
い
に
沖
縄
か
ら
お
便
り
を

い
た
だ
き
、
全
国
津
々
浦
々
に
、

弊
社
の
お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
に
感
動
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
ご
愛
顧
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

良
く
な
っ
た

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
秋
田
味
噌
が
大
変
お
い
し
く
、

つ
い
に
通
販
ま
で
利
用
す
る
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

群
馬
県
／
小
池
様

ご
愛
用
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
秋
田
県
内
ト
ッ
プ
の

シ
ェ
ア
率
を
誇
る
「
特
撰
味
噌
」

を
は
じ
め
、
創
業
来
の
製
法
を
伝

承
す
る
「
元
祖
秋
田
味
噌
」、
発
芽

玄
米
を
用
い
た
「
健
（
す
こ
や
か
）」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
味

噌
を
ご
用
意
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

お
手
軽
な
お
試
し
セ
ッ
ト
も
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

本
酒
の
紹
介
カ
タ
ロ
グ
に

辛
さ
や
味
の
特
徴
に
関
す
る

文
章
が
少
な
い
た
め
、
自
分
の
味

覚
に
合
う
か
判
断
に
迷
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
も
う
少
し
、
味
の
特

徴
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

神
奈
川
県
／
大
井
様

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
各
号
な
ら

び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
よ

り
詳
し
い
情
報
を
掲
載
で
き
る
よ

う
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

お
気
づ
き
の
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
益
博
さ
ん
の

「
食
育
プ
リ
ン
の
味
覚
教
室
」

に
感
銘
し
ま
し
た
。

埼
玉
県
／
菱
田
様

同
様
の
お
手
紙
、
お
葉
書
、

メ
ー
ル
を
数
多
く
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ご

愛
読
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

清日

仲

山 日

広場
読者のページ

●ご意見・ご感想をE-mailでも受け付けております。

info@kodamajozo.co.jp

酒菜
探訪
あきたの味

秋
田
県
沖
、水
深
１
０
０
０
ｍ
生
ま
れ
の
珠
玉
の
味
。

上
品
で
か
つ
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
甘
さ
が
、多
く
の
人
を
魅
了
す
る
。

季
刊【
藏
】参
拾
壱
の
巻

ど
へ
出
荷
さ
れ
る
が
、一
部
の
カ
ニ
は
港

の
目
の
前
に
あ
る
加
工
場
で
一
気
に
ボ

イ
ル
。
同
じ
建
物
内
の
直
売
所
で
の
販

売
も
行
っ
て
お
り
、
捕
れ
た
て
茹
で
た
て

の
味
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
特
長
は
、
上
品

で
か
つ
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
甘
さ
。
鮮
や
か

な
紅
色
の
脚
を
ポ
キ
リ
と
折
り
、
そ
の

ま
ま
い
た
だ
く
の
が
一
番
。
お
好
み
で

酢
醤
油
や
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
付
け
て
い
た

だ
い
て
も
美
味
し
い
。
㈱
男
鹿
水
産
で

は
全
国
発
送
も
受
け
付
け
て
お
り
、
注

文
は
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。

原
則
と
し
て
水
揚
げ
当
日
に
ボ
イ
ル
し

た
カ
ニ
を
発
送（
冷
蔵
発
送
）す
る
の
で
、

秋
田
で
食
べ
る
も
の
と
同
じ
鮮
度
と
美

味
し
さ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

﹇
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
﹈

株式会社男鹿水産／TEL0185-23-3710
http://www.namahage.ne.jp/ogakani/

﹇
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
﹈

■
表
紙
の
人

今
月
の
表
紙
を
飾
る
の
は
、
瀬
川

秋
雄
（
せ
が
わ
あ
き
お
）
さ
ん
。
昭

和
42
年
３
月
に
入
社
と
と
も
に
酒

類
部
瓶
詰
め
部
門
に
配
属
。
現
在

は
工
長
と
し
て
、
瓶
詰
め
作
業
全

般
の
指
揮
監
督
を
行
っ
て
い
ま
す
。

撮
影
日
に
は
ち
ょ
う
ど
「
更
楽
」
の

瓶
詰
め
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

生
ま
れ
も
育
ち
も
、
弊
社
の
あ
る

旧
飯
田
川
町
。
弊
社
工
場
一
帯
は

幼
き
日
の
原
風
景
の
ひ
と
つ
で
も

あ
り
、
昭
和
20
年
代
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
の
風
景
の
変
化
を
知
る

ひ
と
り
で
も
あ
り
ま
す
。


